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令和７年９月定例教育委員会　議事録

 
日　　時 令和７年９月２４日（水）　午前１０時３０分　～　１０時５６分まで

 
開催場所 文化センター　２階　研修室

 

出 席 者

（教育委員） 

教　育　長　山口　和良　　　　教育長職務代理者　小出　朗 

委　　　員　萩原　奈津季　　　委　　　　　　員　石田　利久 

委　　　員　八髙　泉 

（事務局） 

事務局長　　　米沢　弘幸　　　　　教育総務室長　　田子　彰吾（欠席） 

学校教育室長　井堀　尊義　　　　  生涯学習室長　　廣橋　美和 

教育総務室　　岸　美和子（書記）

 
傍 聴 人  無し

 議　題 　無し

  

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１．開会】 

これより令和７年９月定例教育委員会を開会する。 

○８月定例会の議事録について 

　　→　異議なく、原案のとおり承認 

 

【２．議事録署名委員指名】 

萩原委員と八髙委員を指名。 

 

【３．教育長報告】 

Ⅰ　学校教育への生成ＡＩの導入について 

　　・９月から中学生の学習用情報端末において生成ＡＩの「Gemini」と

「NotebookLM」の使用を可とした。 

・事前に教職員と生徒に安全に利活用するための研修を実施。 

　　・保護者へも生成ＡＩ利用について既に周知。 

　　・今後、「吉岡町生成ＡＩ利活用に関するガイドライン（仮称）」を策定し、周

知予定。 

　　・９月～来年１月の間、教職員の校務における生成ＡＩ利活用の実証事業を実

施し、教員の時間外勤務の削減や働きがいの向上に資するかどうか検証す

る。（５．（４）で詳細説明） 
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事務局長 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育室長 

 

 

 

 

 

Ⅱ　経過報告 

　　　　各種式典、会議に参加。 

 

Ⅳ　今後の予定（主なもの） 

　　　　１０/　１　臨時教育委員会／総合教育会議 

　　　　１０/１２　ふるさとまつり 

　　　　１０/１６　Google for Education パートナー自治体サミット 

 

（質疑なし） 

 

【４．議事】 

（なし） 

　 

【５．事務局報告】 

（１）令和７年第３回吉岡町議会定例会の議決報告 

＜大要＞ 

　・一般会計補正予算、学校給食事業特別会計補正予算ともに可決。 

　・令和６年度決算が認定された。 

 

　（質疑なし） 

 

（２）学校給食センター整備事業の進捗状況について 

＜大要＞ 

　・令和１１年の２学期からの給食提供を目途に進めている。 

　・用地買収の予算が可決され、今後地権者の同意を得て用地を取得していく。 

　・コンサル会社に委託したＰＦＩも含めた導入手法の提案が、今月末に提示される

ので、検討し決定していきたい。 

 

（質疑なし） 

 

（３）令和７年度要保護・準要保護児童生徒の認定件数について 

＜大要＞ 

　・総認定数　１１９名　 

※７・８月の追加認定…２世帯２名　（世帯の内訳：新規申請２世帯） 

 

（質疑なし） 
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学校教育室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小出職務代理 

 

 

 

学校教育室長 

 

 

小出職務代理 

 

 

 

学校教育室長 

 

 

 

 

教育長 

 

（４）町生成ＡＩ活用による働き方改革実証事業について 

＜大要＞ 

　・生成ＡＩを活用した真の働き方改革として、一番は児童生徒と直接、話をするこ

とや関われる時間をしっかり確保する。また授業をわかりやすいものにするため

の授業改善の時間を取れるようにすることがねらい。 

・９月に先生方へ１回目のアンケートを実施、現在１０１名から回答が得られ、そ

のうち３３％が「ほとんど生成ＡＩを使っていない」、１０％前後が「月に１回程

度使う」と、４０％以上の方が「生成ＡＩを使ったことがない・使っていない」

との回答であった。 

・シンプルに「今自分がしている仕事にやりがいを感じますか？」などの質問もい

くつかあり、今は多くの方が「どちらとも言えない」という回答であった。それ

が「やや感じる」になると良いなということで、ＡＩによる分析の実施も予定し

ている。 

・１月末に２回目のアンケート調査をし、２月以降、結果を公表していきたいと考

えている。 

 

〈質疑〉 

　　評価の方法で、定量的評価と定性的評価をきちっとすみ分けてやるのは非常にい

いと思う。この定量的評価の中で、業務別の所要時間のビフォー・アフターのビフ

ォーは、ある程度アンケートなどで固めるのか。実際に計測は難しいと思われるが。 

 

　　時間外については正確に分かるが、何にどれぐらいの時間を割いているかという

のは先生方の自己申告になるので定量ではあるが、やや主観が入ってくるかと。 

 

　　承知した。評価の視点がしっかりして良いと思う。実際にはＡＩを活用して仕事

の事務作業なりが減るというのは、漠然とイメージが掴めないのが正直なところで

あるが、ＡＩに聞けばいろいろ答えてくれるのではないか。 

 

　　今事例も集めていて、現時点でまだ１３事例しかないが、どんなふうに使うとこ

ういう効果が出たみたいなものも取り続けているので、それらを先生方が見て、活

用から利活用へと繋がっていくとさらに進むのではと考えている。 

 

【６．閉会】 

　　以上もって、令和７年９月定例教育委員会を閉会する。　 

 

 

（閉　会　　１０時５６分）


